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２
月
　

日
、

12

北
朝
鮮
が
３

回
目
の
核
実

験
を
強
行
し

ま
し
た
。今
ま

で
核
開
発
に

投
じ
た
費
用
は
推
計
５
２
６

０
億
円
。住
民
の
年
間
食
料

の
ほ
ぼ
　
年
分
に
相
当
し
ま

50

す
。◆
３
月
１
日
は
ビ
キ
ニ

デ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

１
９
５
４
年
３
月
１
日
に
ア

メ
リ
カ
が
世
界
で
初
め
て
の

水
爆
実
験
を
行
な
い
、
こ
の

実
験
で
日
本
の
第
五
福
竜
丸

が
被
爆
、
巻
き
込
ま
れ
ま
し

た
。◆
被
爆
の
事
実
を
隠
蔽

し
よ
う
と
す
る
米
軍
に
撃
沈

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
救

難
信
号
Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号
を
発
す

る
こ
と
な
く
帰
港
。乗
船
し

て
い
た
久
保
山
愛
吉
無
線
長

が
「
原
水
爆
に
よ
る
犠
牲
者

は
、
私
で
最
後
に
し
て
欲
し

い
」
と
言
葉
を
残
し
、
重
度

の
肝
機
能
障
害
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。◆
今
回
、
北
朝
鮮

の
核
実
験
は
大
き
く
報
道
さ

れ
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
ア

メ
リ
カ
、
中
国
な
ど
各
国
政

府
が
非
難
の
声
を
上
げ
て
い

ま
す
。し
か
し
一
方
、
ア
メ

リ
カ
も
昨
年
　
月
５
日
に
ネ

12

バ
ダ
州
の
核
実
験
場
で
臨
海

前
核
実
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
大
き
く
報
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。日
本
は
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
、
ど
ち
ら

の
国
に
も
毅
然
と
し
た
立
場

で
臨
む
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。核
兵
器
の

無
い
世
界
へ
向
け
て
、
非
核

三
原
則
を
持
つ
日
本
し
か
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

組合に相談しよう
不払い相談、融資・税金相
談、教育資金、サラ金、生
活保護、社保未加入問題…
 

      練馬支部 03-3825-5522

購
読
料
は
組
合
費
に

含
ま
れ
て
い
ま
す

定
価
三
十
円

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
 

練
馬
支
部
第
　
回
定
期
大
会
告
示

56

　
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支

部
第
五
六
回
定
期
大
会
を
東
京
土
建

一
般
労
働
組
合
規
約
第
二
〇
条
に
も

と
づ
き
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
二
〇
一
三
年
四
月
一
三
日
（
土
）

【
会
場
】

　
練
馬
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
旧
練
馬
公
民
館
）

【
代
議
員
と
選
出
基
準
】

　
代
議
員
は
分
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

代
議
員
と
支
部
役
員
で
構
成
す
る
。

★
二
〇
一
三
年
一
月
末
日
の
各
分
会

の
組
織
人
員
に
対
し
て
六
〇
名
に
一

名
の
割
合
（
端
数
は
三
〇
捨
三
一
入
）

で
算
出
し
た
代
議
員
数
に
三
名
の
基

礎
代
議
員
数
を
加
え
た
人
数
の
代
議

員
を
各
分
会
で
選
出
す
る
。

  二
〇
一
三
年
二
月
七
日

　
　
執
行
委
員
長
　
　
  藤
原
　
忠
雄

　
　
大
会
準
備
委
員
長
  和
嶋
　
英
人

役
員
選
挙
告
示

　　
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第

八
条
及
び
第
三
一
条
に
も
と
づ
き
、
練

馬
支
部
二
〇
一
三
年
度
諸
役
員
の
立

候
補
を
左
記
の
役
職
ご
と
に
受
付
け

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
二
〇
一
三
年
二
月
八
日
午
前
９
時

よ
り
三
月
二
二
日
午
後
七
時
ま
で
。

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
、
平
日
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
、
支

部
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
）

【
役
職
と
定
数
】

　
執
行
委
員
長
一
名
、
副
執
行
委
員
長

五
名
、
書
記
長
（
常
駐
）
一
名
、
書
記

次
長
（
常
駐
）
三
名
、
常
任
執
行
委
員

十
一
名
（
う
ち
一
名
は
青
年
部
長
の
枠

と
し
、
選
挙
定
数
は
十
名
と
す
る
）、

執
行
委
員
二
八
名
、
会
計
監
査
三
名
。

（
定
数
を
超
え
る
立
候
補
が
あ
っ
た

場
合
、
役
職
ご
と
に
選
挙
を
行
な
う
）

  二
〇
一
三
年
二
月
七
日

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
橋
本
　
泰
孝

芦

斡

梓

扱
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圧
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団
結
で
土
建
国
保
と

 憲
法
を
守
り
き
ろ
う

　
激
動
の
情
勢
の
な
か
、
団
結
を
強
め
、
建
設
不
況
打
開
、
建
設
国
保
を
守
る
た
た
か

い
、
平
和
と
民
主
主
義
擁
護
、
憲
法
を
守
る
運
動
を
進
め
る
こ
と
を
誓
い
、
２
０
１
３

年
の
練
馬
支
部
の
旗
開
き
を
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
政
党
の
都
議
会
議
員
、
区
議
会
議
員
な
ど
の
来
賓
　
人
、
分
会
・
群
の
仲
間
か
ら
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１
８
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
祝
宴
を
盛
り
上
げ
る
余
興

で
は
江
戸
曲
独
楽
師
の
コ
マ

回
し
が
行
な
わ
れ
、
会
場
は

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
　
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
、
岩

田
与
志
雄
さ
ん
が
壇
上
で
コ

マ
回
し
に
参
加
、
見
事
な
手

さ
ば
き
を
披
露
。

　
恒
例
の
抽
選
会
で
は
　
人
10

に
福
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
締
め
く
く
り
と
し
て
、
防

災
協
定
、
公
契
約
条
例
制

定
、
消
費
税
増
税
阻
止
な
ど

要
求
実
現
の
た
め
に
７
０
０

０
人
支
部
回
復
へ
向
け
頑
張

ろ
う
と
の
決
意
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
団

結
が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱
し
閉

会
し
ま
し
た
。

コマの手さばき！岩田与志雄さん

　
練
馬
区
長
か
ら

　
祝
電
が
と
ど
く

建
設
ユ
ニ
オ
ン
と

共
同
し
て
運
動
を

　
は
じ
め
に
、
藤
原
忠
雄
執

行
委
員
長
よ
り
年
頭
の
あ
い

さ
つ
、
続
い
て
東
京
土
建
本

部
、
足
立
支
部
、
城
北
ブ
ロ

ッ
ク
、
練
馬
労
連
よ
り
旗
開

き
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
公
契
約
条
例
制

定
の
運
動
で
も
連
帯
し
て
い

る
首
都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ

ン
練
馬
支
部
の
笹
原
悟
朗
執

行
委
員
長
よ
り
「
共
同
し
て

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
鏡
開
き
、
乾
杯
が
行
な
わ

れ
、
和
や
か
な
歓
談
の
中
、

練
馬
区
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

祝
電
披
露
、
練
馬
区
内
で
共

に
奮
闘
し
て
い
る
労
働
組

合
、
諸
団
体
、
国
会
議
員
秘

書
、
都
議
会
議
員
、
区
議
会

各
会
派
よ
り
、
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２０１３年新春旗開き　要求実現へ向けて団結ガンバロー

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概

建設ユニオン笹原委員長

今年も 共同して運動を

年度末でいそがしいみなさんを

★ど
けん
国保
加入
者は

年度
で一
回健
診無
料

★確
定申
告の
相談
！

　　
税務
調査
への
対策
！

★一
人親
方労
災

　更
新・
特別
加入
がで
きま
す

２面を
参照

3面を
参照

ます

東京土建はサポートします東京土建はサポートします東京土建はサポートします
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昨
年
は
全
国
５
９

２
ヶ
所
で
約
　
万
人

14

が
集
団
申
告
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
国
や
自
治
体
、
税

務
署
に
対
し
、
消
費

税
の
増
税
反
対
、
税

務
行
政
の
民
主
化
な

ど
を
求
め
、
税
務
署

の
干
渉
を
受
け
ず

に
、
自
主
申
告
を
行

い
、
申
告
納
税
制
度

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
確
定
申
告
を
し
な

い
み
な
さ
ん
も
、
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
相
談
か
ら
税
務
調
査
や
滞
納
対
応
の
相
談
ま
で

　「
確
定
申
告
」
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
で
は
毎

年
、
確
定
申
告
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
建
設
業
の
実
態
に
合
わ
せ
た
他
に
は
な
い
相
談
会
と
し

て
好
評
で
す
。

　
今
年
の
確
定
申
告
は
「
改
正
」
国
税
通
則
法
の
施
行
後
、

初
め
て
と
な
り
ま
す
。　

税
金
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
は
組
合
へ

　
自
主
計
算
・
自
主
記
帳
・

自
主
申
告
と
い
う
申
告
納
税

制
度
を
貫
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
税
務
調
査
に
よ
る
不
当

な
権
利
侵
害
か
ら
防
衛
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

確
定
申
告
は
組
合
に
相
談
し
よ
う

　
特
に
今
年
は
、
国
税
通
則

法
が
改
悪
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
の
確
定
申
告
と
な
り
ま

す
。　
　
相
談
会
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。　
　（
日
程
左
記
参
照
）

税
務
調
査
に
対
す
る
対
応

税
務
調
査
は
組
合
に
相
談

昨年の「3・13重税反対統一行動」集団申告へ向かう税務署までデモ行進

価
格
転
嫁
で
き
な
い
消
費
税
は
自
腹
で
利
益
減

消
費
税
増
税
で
建
設
大
不
況
に

５
０
０
万
円
の
工
事
で
は

５
０
万
円
の
消
費
税
負
担

【
日
程
】

　
３
月
　
日
（
水
）

13

【
場
所
　
２
ヶ
所
】

◆
西
税
務
署
管
轄
◆

　
勤
労
福
祉
会
館

◆
東
税
務
署
管
轄
◆

　
練
馬
生
涯
学
習
セ

　
ン
タ
ー
（
旧
練
馬

　
公
民
館
）

【
集
合
時
間
】

　
い
ず
れ
の
場
所
も

　
９
時
半
～

　
仲
間
を
誘
っ
て
集

　
団
申
告
！

集団で税務署に確定申告しよう
3・13重税反対統一行動

確定申告個別相談
日程のご案内

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉

嘉
嘉

今年も一人親方労災の更新と
確定申告相談と同時手続き！

税務
署へ
の怒

税務
署へ
の怒
りり

　確定申告相談を行なう方で一人親方労災加入の

方は上記の3月6日～3月11日の日程に来ていた

だければ、確定申告相談と一人親方労災の更新手

続きを同時に手続き頂けます。

（事業所労災は対象外となります）

確定申告の際に必要なもの

　
消
費
税
は
、
建
設
工
事
で

特
に
税
額
が
大
き
く
な
る
こ

と
か
ら
、
需
要
の
足
を
引
っ

張
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
組
合
の
仲
間
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
自
由
回
答
欄
に
消

費
税
に
関
す
る
悩
み
を
１
４

５
人
の
方
が
記
載
。
消
費
税

は
最
も
多
く
の
仲
間
を
苦
し

め
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
４
月
に
８

％
、
翌
年
　
月
に
　
％
に
す

10

10

る
と
し
て
い
ま
す
が
、　
％
10

に
な
る
と
、
５
０
０
万
円
の

工
事
で
　
万
円
の
消
費
税
負

50

担
。
お
客
さ
ん
に
負
担
を
求

め
れ
ば
仕
事
が
貰
え
な
い
た

め
に
泣
く
泣
く
自
腹
を
切
っ

て
い
る
と
い
う
組
合
の
仲
間

が
大
勢
い
ま
す
。

　
消
費
税
増
税
に
な
れ
ば
住

宅
や
店
舗
、
事
務
所
の
建

設
、
改
築
な
ど
の
中
小
業
者

の
仕
事
が
大
幅
に
減
っ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。

　
消
費
税
増
税
反
対
の
声
を

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

① 確定申告書（平成24年分 申告書）

② 帳簿類（売り上げ・経費のわかる書類/帳簿）

　※売り上げ・経費などの帳簿をまとめていただいて

　　いない場合は個別相談が出来ない場合がありま　

　　す。あらかじめご了承下さい。

③ 国民年金保険料控除証明書（年金源泉徴収票）

④ 生命保険（個人年金）控除証明書

⑤ 地震保険料の控除証明書

⑥ 過去2年分（平成22年・23年）の確定申告書

　※確定申告をしていない場合は、相談時にお伝え下

　　さい

⑦ 「トラック」「高額の工具」などを購入した場合は、

　 「車検証」など購入時期と金額がわかる書類をお持 

　 ち下さい。

⑧ 住宅ローン控除証明書（住宅ローン残高証明書）

　※銀行から発行される残高証明書をお持ち下さい。

　　無い場合、住宅ローン減税額を計算できませんの

　　であらかじめご了承下さい。

⑨ 医療費控除のための確認資料

　※「医療費の領収書」と「土建国保・傷害保険など

　　から補填された金額のわかる書類（郵便局の通帳

　　など）」

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

10:00～15:00

澗

監

環

看

潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

　
税
務
署
の
機
構
改
革
が
内

部
事
務
一
元
化
を
全
国
実
施

で
行
な
っ
て
い
っ
た
結
果
、

調
査
・
徴
収
事
務
が
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
務
職
員
に
も

「
成
果
主
義
」
を
基
本
と
し

た
新
人
事
評
価
制
度
が
導
入

さ
れ
て
、「
税
取
り
競
争
」
も

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
　
月
に
は
、

12

国
税
通
則
法
が
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
前
通
知
な
し
の

「
無
予
告
調
査
」
が
で
き
る

こ
と
が
法
律
で
明
文
化
さ
れ

ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も

「
例
外
規
定
」
で
す
。

　
税
務
調
査
の
連
絡
や
、
突

然
の
無
予
告
調
査
が
き
た
と

き
は
、
あ
わ
て
ず
組
合
へ
相

談
し
て
下
さ
い
。

⑤
勝
手
に
作
業
場
や
事
務
所

（
自
宅
）
に
入
ろ
う
と
し
た

ら
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し

ょ
う
。

⑥
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
行

い
、
調
査
に
は
複
数
の
立
会

人
の
も
と
に
行
な
い
ま
し
ょ

う
。

⑦
調
査
は
そ
の
目
的
の
範
囲

内
に
限
定
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑧
調
査
の
と
き
は
余
計
な
こ

と
は
言
わ
な
い
、
見
せ
な

い
、
や
ら
せ
な
い
。
無
用
な

帳
簿
の
「
借
用
」
は
断
り
ま

し
ょ
う
。

⑨
納
税
者
の
許
し
な
し
に
取

引
先
や
銀
行
の
調
査
を
す
る

の
は
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑩
印
鑑
は
命
。
納
得
す
る
ま

で
ハ
ン
コ
は
押
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

納
税
者
の
十
カ
条

①
自
主
申
告
の
尊
重
こ
そ
税

法
を
貫
く
大
原
則
で
す
。

②
調
査
の
連
絡
が
あ
っ
た
ら

即
答
せ
ず
、
す
ぐ
に
組
合
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

③
職
員
の
身
分
証
明
書
・
質

問
検
査
章
を
確
認
し
、
調
査

の
理
由
を
必
ず
確
か
め
ま
し

ょ
う
。

④
突
然
の
訪
問
や
調
査
に
は

「
都
合
が
つ
か
な
い
」「
日
を

改
め
て
応
じ
る
」
と
延
期
を

主
張
し
ま
し
ょ
う
。

２月の相談日日程
いずれの日も10:00～15:00（12:00～13:00は休憩時間）

2月28日
（木）

2月27日
（水）

2月26日
（火）

2月21日
（木）

2月20日
（水）

３月の相談日日程
いずれの日も10:00～15:00（12:00～13:00は休憩時間）

3月11日
（月）

3月8日
（金）

3月7日
（木）

3月6日
（水）

3月1日
（金）
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桶
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東京土建 婚活パーティー
練馬支部からカップル誕生

　
練
馬
支
部
か
ら
　
名
の
参

15

加
、
当
日
は
芸
能
人
の
い
せ

ひ
な
た
さ
ん
が
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
会
っ
た
人
の
名

前
を
記
入
す
る
「
名
前
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
」
が
行
な
わ
れ
、

練
馬
支
部
の
組
合
員
で
３
名

の
当
選
者
が
。

　
最
後
に
気
に
な
っ
た
相
手

の
名
前
を
記
入
し
て
提
出
。

み
ご
と
両
思
い
に
な
れ
た
カ

ッ
プ
ル
が
当
日
は
８
組
、
練

馬
支
部
組
合
員
か
ら
一
組
誕

生
し
ま
し
た
。

　
北
練
馬
分
会
の
山
崎
勝
さ

ん
、
数
多
い
人
の
中
か
ら
松

木
さ
ん
に
ひ
と
め
ぼ
れ
、
数

多
い
人
の
中
で
お
近
づ
き
に

な
り
た
い
と
思
え
た
た
だ
一

人
と
の
こ
と
。
真
剣
な
結
婚

ま
で
考
え
た
交
際
を
し
て
い

き
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
頂
き
ま
し
た
。

カ
ッ
プ
ル
成
立
の
６
組

　
東
京
土
建
本
部
後
継
者
対
策
部
主
催
の
東
京
土
建
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
が
１
月
　
日
、
秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｋ
ビ
ル
４
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

27

の
ス
パ
シ
オ
に
て
、
２
９
４
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
学
習
は
、
テ
レ

ビ
等
で
お
馴
染
み
の
“
憲
法

の
伝
道
師
”伊
藤
真
さ
ん（
弁

護
士
・
伊
藤
塾
塾
長
）
を
招

い
て
、「
平
和
と
個
人
が
光

り
輝
く
未
来
の
た
め
に
―
日

本
国
憲
法
の
価
値
と
自
民
党

改
憲
案
の
検
証
」
と
題
し
た

講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、「
民
主
主

義
社
会
に
お
い
て
も
多
数
意

見
が
常
に
正
し
い
わ
け
で
は

な
い
。
多
数
意
見
に
も
歯
止

め
が
必
要
で
、
多
数
意
見
で

も
奪
え
な
い
価
値
が
あ
る
。

そ
れ
が
人
権
で
あ
り
平
和
で

あ
り
、
そ
れ
を
守
る
の
が
憲

法
で
す
」
と
憲
法
の
意
義
と

役
割
を
わ
か
り
や
す
く
解

明
。
　
ま
た
、
国
防
軍
を
創
設

し
、
個
人
の
尊
重
を
否
定
す

る
自
民
党
の
改
憲
案
の
特
徴

と
し
て
、
①
国
家
権
力
者
を

縛
る
憲
法
か
ら
「
国
民
を
縛

る
憲
法
」
に
変
え
、
②
恒
久

平
和
主
義
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

と
と
も
に「
戦
争
を
す
る
国
」

へ
変
え
る
も
の
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、

「
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、

憲
法
の
こ
と
、
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
事
も
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
改
憲
し
な
い
よ
う

に
、
私
達
に
で
き
る
事
を
い

っ
ぱ
い
や
っ
て
い
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
」（
　
代
）、「
毎

40

日
の
慌
し
さ
を
言
い
わ
け
に

政
治
の
事
な
ど
さ
っ
ぱ
り

で
・
・
・
。
今
日
は
わ
か
り

や
す
く
お
話
い
た
だ
い
て
、

参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
」（
　
代
）
な
ど
の
感
想
が

20

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　“
み
ん
な
で
や
れ
ば
こ
わ

く
な
い
！
”
と
銘
打
っ
た
午

後
の
分
会
出
し
物
で
は
、
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
て
練
習
を

か
さ
ね
た
成
果
を
披
露
。

　
寸
劇
「
白
雪
姫
と
７
人
の

し
も
べ
」（
大
泉
東
）、
い
ま

の
政
治
を
風
刺
し
た
替
え
歌

「
踊
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」（
高

松
分
会
）、
踊
り
「
マ
イ
ケ
ル

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
・
・
・
」（
学

園
）
な
ど
多
彩
で
愉
快
な
企

画
が
い
っ
ぱ
い
で
、
笑
顔
の

な
か
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
　
ま
た
、
分
会
主
婦
の
会
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
南
事
業

所
分
会
か
ら
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
新
春
の
つ
ど
い

参
加
者
の
投
票
で
、
支
部
主

婦
の
会
の
サ
ブ
ネ
ー
ム
が

「
練
マ
ド
ン
ナ
」（
練
馬
＋
マ

ド
ン
ナ
）に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
主
婦
の
会
は
２
月
２
日
、
支
部
会
館
で
「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
ひ
ら
き
、
分
会

主
婦
の
会
か
ら
大
人
と
子
ど
も
あ
わ
せ
て
１
５
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
新
春
の
つ
ど
い
」
は
、
午
前
は
学
習
で
「
頭
」
を
豊
か
に
し
、
午
後
は
分
会
主

婦
の
会
が
そ
れ
ぞ
れ「
出
し
物
」を
披
露
し
て
会
員
の
交
流
と
団
結
を
深
め
て「
心
」

を
豊
か
に
す
る
、
支
部
主
婦
の
会
の
“
伝
統
”
行
事
で
す
。

山崎さん

カップル

生
き
て
い
け
る
日
当
を

　
　
時
半
か
ら
国
土
交
通

12
省
、
厚
生
労
働
省
を
包
囲

し
、
今
の
現
状
を
個
々
で
訴

え
る
個
人
請
願
書
を
提
出
。

　
そ
の
後
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
へ
移
動
、
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
首
都
圏
共
闘
・
宮
田

清
志
議
長
が
主
催
者
挨
拶
。

「
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
日
本

経
済
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
実

現
、
内
需
を
回
復
さ
せ
る
」

　
各
政
党
・
政
治
家
か
ら
も

挨
拶
が
あ
り
、
ど
の
政
党
か

ら
も
私
た
ち
建
設
労
働
者
の

生
活
を
守
っ
て
い
く
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
国
民
春
闘
共
闘
、
全
建
総

連
な
ど
の
各
団
体
よ
り
連
帯

の
挨
拶
。
集
会
に
結
集
し
た

仲
間
全
員
で
団
結
し
て
が
ん

ば
ろ
う
と
拳
を
あ
げ
、
請
願

デ
モ
に
出
発
、
島
村
和
明
さ

ん
（
　
歳
）
練
馬
支
部
の
旗

23

を
持
ち
国
会
へ
向
け
て
行
進

し
ま
し
た
。

　「
政
府
は
建
設
不
況
を
救

済
せ
よ
！
」「
建
設
労
働
者
の

就
労
を
確
保
せ
よ
！
」「
公
契

約
法
を
制
定
し
よ
う
！
」
と

　
２
０
１
３
年
２
月
８
日
に
２
・
８
建
設
労
働
者
春
闘

総
決
起
集
会
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
を
中
心
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
練
馬
支
部
か
ら
１
０
１
人
が
参
加
、
全
体
で
３
５

０
０
人
を
こ
え
る
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ

な
が
ら
国
会
へ
。

　
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が

「
私
の
要
求
」を
書
き
入
れ
、

衆
議
院
・
参
議
院
の
国
会
議

員
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　「
大
学
を
卒
業
し
て
も
就

職
先
が
あ
ま
り
な
い
。
国
は

こ
の
現
状
を
変
え
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
島
村
さ
ん
は
訴

え
ま
し
た
。

島村和明さん　要求を国会へ伝えたいと今回参加

暴
風
酷
寒
の
な
か
賃
金
引
上
げ
を
国
会
へ

主
婦
の
会
新
春
の
つ
ど
い

「
み
ん
な
で
や
れ
ば

　
　
こ
わ
く
な
い
！
」

　土建国保加入者(扶養家族含む)は年度(４月１日～３
月末)で１回無料で健康診断を受けることができます。

　東京土建と提携している健診機関で個別に予約をとっ
て頂き平日に受診して頂くか、もしくは日曜日の受診を
希望される場合、下記の日程・場所にて集団健康診断を
受けて頂くことができます。

　申し込み方法は「日曜健診申込書」に記入頂き、FAXし
て頂くか、FAXがない方は直接支部までご連絡下さい。
　通常の健康診断に加えて、希望によりオプションも受
けることができます。【申し込み締め切り】3月8日まで
　事前に追加の料金を支部でお支払いして頂く必要があ
ります。詳しくは支部までお問合せ下さい。

　3月納入4月分の国保料が改定となります。「新年度保
険料の決定通知が3月8日に全員へ発送されます。
　また、2013年度の保険証交換会が3月28日から3月31
日までの間で開催が予定されています。4月分の保険料
が未納の場合、お渡しできませんのでご了承下さい。
　日程等、詳細は来月号のけんせつ北部に掲載します。
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健康診断で早期発見 早期治療

２
・
８
建
設
労
働
者
春
闘
総
決
起
集
会

伊藤真さん（弁護士・伊藤塾塾長）の講演会

2013年度新保険証の交付についての注意点

　
な
お
、
伊
藤
後
継
者
対
策

部
長
が
、
実
行
委
員
長
と
し

て
大
活
躍
！
ご
苦
労
様
で
し

た
。

伊藤後継者部長



2013年２月9日（土）け ん せ つ 北 部 （４）第2217号

【
早
川
英
一
・
春
日
分
会
】

　
毎
年
の
季
節
に
な
る
と
書

初
め
展
を
家
族
で
見
に
行
き

ま
す
。

　
娘
（
小
５
）
と
息
子
（
小

４
）が
冬
休
み
に
一
生
懸
命
、

練
習
し
て
選
ば
れ
た
作
品
を

見
て
、
美
術
館
近
く
の
カ

レ
ー
屋
で
ラ
ン
チ
を
す
る
の

が
一
年
に
一
度
の
家
族
の
楽

し
み
で
す
。

【
大
室
知
加
子
・
春
日
分
会
】

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
消
費
税
増
税
も
困
り
ま
す

が
、
生
活
保
護
費
切
り
下
げ

も
困
り
ま
す
。

　
最
後
の
砦
（
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
）
で
す
も
の
ね
。

　
病
気
、
怪
我
、
災
害
が
い

つ
自
分
に
降
り
か
か
る
か
わ

か
ら
な
い
で
す
か
ら
、
生
活

保
護
が
機
能
し
て
い
て
く
れ

な
い
と
不
安
で
す
。

【
橋
本
寛
子
・
豊
玉
分
会
】

　
１
月
　
日
、
大
雪
が
降
り

14

ま
し
た
ね
。

　
風
邪
も
強
く
吹
雪
い
て
い

る
中
、
子
供
達
は
頬
を
真
っ

赤
に
し
な
が
ら
雪
遊
び
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
と
っ
て
も
心
が
温
か
く
な

り
ま
し
た
。

【
石
神
井
台
分
会
・
大
田
松

夫
】

こ
れ
か
ら
他
支
部
や
各
組
合

へ
の
、
旗
び
ら
き
な
ど
へ
の

参
加
す
る
事
が
多
い
と
思
ひ

ま
す
。

　
参
加
さ
れ
る
役
員
の
皆
様

ご
く
ろ
う
様
で
す
。　

　
共
闘
し
合
っ
て
良
き
年
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
梶
野
光
子
・
関
町
分
会
】

年
の
始
め
の
運
だ
め
し
、
当

た
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・

　
明
る
い
年
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

【
工
藤
吉
春
・
旭
町
光
が
丘

分
会
】

仕
事
は
安
い
コ
ス
ト
で
暇
な

く
働
い
て
い
ま
す
。

　
■
們
ヨ
コ
の
カ
ギ
們

臼
ミ
レ
ー
の
名
画「
…
拾
い
」

唄
雪
で
作
り
ま
す

鰻
風
の
力
で
走
る
船

厩
勝
利
の
・
・
・
サ
イ
ン

浦
地
下
水
を
汲
み
上
げ
ま
す

瓜
ひ
し
ゃ
く
の
形
を
し

た
・
・
・
七
星

閏
能
あ
る
鷹
が
隠
す
も
の

云
他
人
の
意
見
を
自
分
の
意

見
の
よ
う
に
述
べ
ま
す

運
相
撲
で
●
印

雲
心
ば
か
り
の
贈
り
物

餌
物
事
の
来
歴
。
い
わ
れ

営
暖
か
い
・
・
・
の
マ
フ
ラ
ー

影
寄
席
で
の
奇
術
や
漫
才
芸

曳
見
張
り
や
警
備
を
す
る
人

栄
マ
ラ
ソ
ン
は
・
・
上
競
技

　
■
們
タ
テ
の
カ
ギ
們

臼
北
海
道
網
走
市
の
２
月
行

事
「
・
・
・
流
水
ま
つ
り
」

渦
・
・
・
鉄
。・
・
・
街
 

嘘
母
親
方
の
血
筋
。
父
系
の

反
対
語
は
？

唄
・
・
は
天
下
の
回
り
も
の

欝
　
％
。
ほ
と
ん
ど
全
部

99
蔚
レ
フ
ト
の
反
対

姥
ワ
イ
ン
の
こ
と
で
す

瓜
水
力
発
電
に
使
っ
た
水
を

放
流
す
る
た
め
の
川

噂
旋
律
。
節
ま
わ
し

荏
短
歌
の
終
わ
り
の
七
・
七

叡
ア
ン
ダ
ー
・
・
・
を
引
く

営
過
失
が
思
い
が
け
な
く
良

い
結
果
に
、・
・
・
の
功
名

嬰
ア
シ
カ
科
の
哺
乳
類

映
仙
台
は
・
・
・
の
都

 〆
切
 ２
月
　
日
消
印
有
効

28

宛
先
衣
１
７
６
‐
０
０
２
３

練
馬
区
中
村
北
１
‐
６
‐
２

東
京
土
建
練
馬
支
部

「
読
者
の
広
ば
」
係

ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
所
属
分

会
を
記
入
の
上
、
余
白
に
仕

事
や
暮
ら
し
の
事
、
イ
ラ
ス

ト
な
ど
お
便
り
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
１
月
号
の
答
え

　
　「
カ
ガ
ミ
ビ
ラ
キ
」

　
当
選
者
（
ク
オ
カ
ー
ド
）

大
田
松
夫（
石
神
井
台
分
会
）

中
里
治
子
（
中
村
分
会
）

植
木
勇
（
北
事
業
所
分
会
）

梶
野
光
子
（
関
町
分
会
）

橋
本
寛
子
（
豊
玉
分
会
）

解
体
工
・
石
綿
工

常
用
・
社
員
　
名
10

㈱
広
翔
工
業
（
中
村
分
会
）

練
馬
区
向
山
４
倆
　
倆
３

33

緯
５
８
４
８
倆
９
８
０
０

軽
鉄
ボ
ー
ド
、
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
大
工

常
用
・
手
間
請
・
見
習
い

（
２
～
３
人
）

Ｇ
r
o
ｗ
・
Ｒ
o
o
m
 

㈱
「
グ
ロ
ー
ル
ー
ム
」（
土
支

田
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
４
倆
　
倆
　

19

18

緯
０
７
０
倆
６
６
４
０
倆
８

８
６
９

内
装
工
 常
用
・
手
間
請
け
･

見
習
い
（
５
人
以
上
）

㈲
ジ
ェ
イ
エ
ム
テ
ィ
ー

練
馬
区
中
村
２
倆
　
倆
　

16

13

緯
３
９
７
０
倆
５
０
０
７

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
工
事
・
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
工
事
・
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ

ナ
工
事
 見
習
い
１
人

ウ
イ
ン
グ
・
ス
カ
イ
（
早
宮

分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
８
倆
７
倆

　12緯
０
９
０
倆
１
６
５
８
倆
７

９
３
３

塗
床
・
塗
装
・
防
水
工
事

社
員
（
２
～
３
人
）

㈲
ユ
ウ
キ
樹
脂
工
業
（
北
事

業
所
分
会
）

練
馬
区
貫
井
４
‐
　
‐
　

37

22

緯
０
９
０
‐
３
２
０
９
‐
９

１
３
６

塗
装
工
 常
用
・
社
員
・
見
習

い
（
３
人
）

㈲
N
T
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
大

泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
町
２
‐
　
‐
７

28

緯
０
９
０
‐
８
７
０
０
‐
３

２
０
４

電
気
工
事

常
用
・
社
員
・
見
習
い
１
人

ジ
ュ
ン
デ
ン
（
桜
台
分
会
）

練
馬
区
桜
台
３
‐
　
‐
７

36

緯
０
９
０
‐
３
９
１
０
‐
５

７
１
３

大
工
・
ク
ロ
ス
工
事

常
用
・
手
間
請
・
社
員
・
見
習
・

ア
ル
バ
イ
ト
（
２
～
３
人
）

㈱
カ
ド
ワ
キ
（
南
事
業
所
分

会
）

練
馬
区
関
町
北
５
‐
５
‐
５

緯
３
９
２
７
‐
５
５
０
０

電
気
工
事
士
手
間
請（
１
人
）

内
装
・
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
　
 社
員
・（
２
～
３
人
）

㈱
ハ
ウ
ス
ア
ー
ト
（
南
事
業

所
分
会
）

練
馬
区
下
石
神
井
４
‐
　
‐
27

　18

緯
５
３
７
２
‐
６
６
５
４

鉄
筋
工

常
用
・
社
員
・
見
習
い
（
４

～
５
人
）

大
澤
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
富
士

見
台
分
会
）

練
馬
区
富
士
見
台
４
‐
　
‐
44

　
‐
２
０
３

11緯
０
９
０
‐
２
７
７
７
‐
９

６
４
６

防
水
補
修
作
業

手
間
請
（
２
～
３
人
）

㈱
プ
ロ
ト
（
中
村
分
会
）

練
馬
区
中
村
北
４
‐
４
‐
２

ポ
ル
ト
ベ
ル
ジ
ュ
ー
ル
１
F

緯
５
９
７
１
‐
２
２
４
０

鉄
筋
工

常
用
・
見
習
い
（
２
～
３
人
）

中
山
千
里
（
田
柄
分
会
）

練
馬
区
田
柄
４
‐
　
‐
　

37

29

緯
０
９
０
‐
６
１
８
５
‐
６

６
９
９

不
安
定
な
時
代
に
は
、
働
き

先
の
確
保
は
何
よ
り
も
大
切

で
す
。
本
部
機
関
紙
・
支
部

機
関
紙
へ
の
掲
載
。
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
倆
Ｎ

Ｅ
Ｔ
へ
の
掲
載
。

　
掲
載
料
は
無
料
で
す
。
お

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
支

部
事
務
所
ま
で
。

緯
３
８
２
５
倆
５
５
２
２

塗
装
工

高
橋
智
夫
（
泉
分
会
）

讃
資
格
・
足
場
作
業
主
任
・

有
機
溶
剤

緯
３
９
２
８
倆
８
６
３
１

水
道
工
事

大
倉
一
雄
（
中
村
分
会
）

讃
資
格
・
給
排
水
装
置
技
術

者
証
　
緯
０
９
０
‐
９
０
１

１
‐
６
０
７
０

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

求
　
職

家
族
で
将
棋
大
会
参
加

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

B級準優勝・森貴章さん　D級準優勝・鈴木年さん　細沢さん親子

　
２
月
３
日
に
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
に
て
、
日
本
将

棋
連
盟
協
力
の
も
と
、
東
京
土
建
第
　
回
将
棋
大
会
を

34

開
催
し
ま
し
た
。

　
練
馬
支
部
か
ら
は
６
人
参
加
し
ま
し
た
。

【
厚
生
文
化
部
長

　
　
　
　
　
肥
野
信
彦
記
】

　
練
馬
支
部
か
ら
の
参
加
者

は
明
澤
治
さ
ん
　
歳
（
上
石

69

神
井
分
会
）、
細
沢
和
雄
さ

ん
の
息
子
さ
ん
大
悟
さ
ん
　41

歳
、
孫
の
拓
未
君
９
歳
（
上

石
神
井
分
会
）、
鈴
木
年
さ

ん
　
歳
（
石
神
井
台
分
会
）

53
森
さ
ん
　
歳
（
書
記
局
）
の

28

５
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
と
し
て
私
も
参

加
。
Ｂ
級
に
明
澤
さ
ん
、
森

さ
ん
、
Ｄ
級
に
大
悟
さ
ん
、

拓
未
君
、
鈴
木
さ
ん
が
出
場

し
、
各
自
四
回
戦
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
明
澤
さ
ん
は
三
勝
一
敗
、

森
さ
ん
も
三
勝
一
敗
、
大
悟

さ
ん
は
二
勝
二
敗
、
拓
未
君

は
一
勝
三
敗
、
鈴
木
さ
ん
は

三
勝
一
敗
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

　
団
体
戦
と
し
て
、
明
澤
さ

ん
・
森
さ
ん
・
拓
未
君
の
三

選
手
で
登
録
を
し
、
お
し
く

も
四
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
指
導
対
局
で
は
拓
未
君
が

参
加
を
し
て
、
島
九
段
と
鈴

木
女
流
二
段
と
多
面
指
し
を

行
い
、
両
先
生
か
ら
打
ち
方

の
戦
法
を
講
評
さ
れ
「
若
い

有
望
な
子
供
が
出
て
き
た
」

と
の
話
も
出
ま
し
た
。

　
結
果
は
Ｂ
級
で
森
さ
ん
が

二
位
に
、
Ｄ
級
で
鈴
木
さ
ん

が
二
位
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
状
と
記
念
品
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
拓
未
君
か
ら
の
感
想
は

「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年

も
参
加
し
た
い
で
す
」
と
あ

り
ま
し
た
。

　
Ａ
級
か
ら
Ｄ
級
ま
で
　
名
65

の
選
手
、
役
員
７
名
、
事
務

局
７
名
、
島
郎
（
し
ま
・
あ

き
ら
）九
段
、
鈴
木
環
那（
す

ず
き
・
か
ん
な
）
女
流
二
段

の
総
勢
　
名
で
楽
し
い
一
日

81

を
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
来
年
は
　
回
と
い
う
節

35

目
に
当
た
り
、
今
年
以
上
の

参
加
者
を
集
め
成
功
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サッカーよりも
将棋が好き

６歳から将棋をはじめて

２年半。テレビゲームや

サッカーよりも、将棋が

好き。細沢拓未君(９歳)

　

2012年4月(昨年)に小学校、中

学校に入学した子どもがいる組合

員の方は新入学祝い金を申請する

ことができます。 

【提出期限：2013年3月29日】

所定の慶弔金支給申請書に記入・

捺印の上、必要書類のコピー添付、

申請下さい。詳しくは支部まで。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　新入学祝い金申請
　応募締切せまる！

　
安
倍
内
閣
の
防
衛
等
危
惧

す
る
所
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
平
和
で
幸
せ
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
！

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
鍵

害

涯

慨

碍

概
概
概
概
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